
福島県南相馬

「はらまち九条

2020(令和2)年

’九条は局きち

耐 とは 戦争放棄の憲法第9条を護って「戦争を
支持政党などを問わない自由な市民の会で

婆の毛■ 口

Lﾉない国・日本」をめざし、支持政党などを問わない目由な市民の云~C
す。随時、入会歓迎です。■結成は2005年12月。会員は南相馬市原
町区を中心に396名。年会費千円。■3．11の大震災後、「事故の福島
第一核発電所（原発）に世界一近くで活動できる“九条の会"」を自覚し、
「日本国憲法の草案を起草した憲法学者鈴木安蔵（小高区出身）の故郷の
“九条の会"」を誇りに活動しています。ご一緒にいかがですか。
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成人式の『憲法』配布活動はらまち』
爾娼馬市も『憲法』小冊子を増刷し配布

◆「若者に憲法を読んでほしい」と、本会では2008年から新成
人に『憲法』小冊子を配布する活動をく右表＞のように行い、

今年1月12日（日）の成人式で11回目となりました。

◆2○16年に市内4つの「九条の会」の陳情で、市当局が『憲法』

小冊子を発行し、南相馬市の全世帯に配布され、全国的に注目

を集めました｡翌2017年と201 8年には市が新成人に『憲法』

を配ったので、本会ではチラシやピースコーヒーを配り「成人

おめでとう、憲法を読もう」とアピールしました。

はらまち九条の会も11回目に

◆2007年(平成19年)8月15日、

1971年に|日原町市発行の『憲法』
復刻版を、はらまち・小高・鹿島
・相双教職員力条の会で発行。

2008年（平成20年)1月 第1回
2009年1月 第2回

201 0年1月 第3回
2011年1月 第4回・東日本大震災

2012年1月第5回
201 3年1月 第6回

201 4年1月 第7回

201 5年1月 第8回
2016年1月第9回・市が『憲法』
を新たに作成、市全世帯に配布

201 7年1月 市当局が配布・本会は
チラシと降誕9コーヒーを配布

201 8年1月 市当局が配布・本会は

チラシとピース9コーヒーを配布
2019年1月 第10回目の配布

2020年1月第11回目柵

’ 市当局も配布を再開(20

12'年1月も市が配布の予定です）

来年胤降も市が｢憲法｣を配布の予定 大変喜Iざしい己とです
◆昨201 9年、市は『憲法』の配布を行

なわなかったので、昨年と今年は本会

が配布しました｡しかし今年は市が『憲

法』を新版として増刷し配布しました。

本会にはその情報が伝わっていなかっ

たので、新成人は2冊の『憲法』を受

け取ったことになります。

でも市が『憲法』を増刷し、来年以

降も新成人に配布する予定ということ

で、大変喜ばしいことです。

▼1971年に旧原町市が作成
し全世帯に配布した『憲法』。
2007年に本会などが復刻版
を発行し毎年成人式に配布。
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成人式『憲法』…
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「

自治体の首長とその経験者による『全国首長九条の会」結成の集い畝 昨年11月17日に都内明

治大学で開催。玉城デニー沖縄県知事、武村正義元滋賀県知事、嘉田由紀子参院議員ら250人が

参加し、全国の7000を超える九条の会とともに、憲法9条を堅持する活動を蓋い合いました。

今後、活動中の「憲法九条を守る福島県市町村長の会」や、「東北6県市町村長九条の会連

合』（代表・元宮城県白石市長川井貞一氏）と連携を強めていくと期待されます。現在の「福島

県市町村長の会」のメンバーは、伊藤寛（元三舂町長)、佐藤力（元国見町長)、松本幸英（楢

葉町長)、大橋芳啓（元霊山町長)、樋口光雄（元保原町長)、顧問：佐藤栄佐久元県知事のく1

町長、4元町長、1元県知事＞ですが、さらに他市町村長の参加が望まれています。
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蕊 ，
：とすることならば少なくとも私は豊かになりたいとは思いませんb/｢国際貢献｣というのは､単に人：
iを助けるということではないの危／アフガニスタンでの事業をおこなうことによって､少なくとも私は、i

：世界中を席巻している迷信から自由でいられるのです｡その迷信とは何でしょう力も一つにはお金さえあI
iれぱ幸せになれる、経済さえ鋤ざであれば幸せになれるというものですも／もう一つは武力や騨力がi

Iあれば自分の身を守れる､という迷信です了｡武力が安全をもたらすものかどう力､丸腰でおこなう用水路；
（中村哲箸『アフガニスタンで考える』本文より)i;建設で私たちの繊力敬えてくれまれ」
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０
０
年
か
ら
、
枯
れ
た
井

戸
を
掘
り
返
す
事
業
の
記
録
。
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◆
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
ハ
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セ
ン
病

対
策
支
援
で
善
任
し
、
無
残
な
患

者
に
寄
り
添
い
信
頼
を
得
て
い

く
。
「
非
武
装
が
最
も
安
価
で
強

力
な
武
器
」
を
自
覚
す
る
。
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天
、
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に
あ
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ン
三
十
年
の
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』
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◆
中
村
哲
氏
の
自
伝
的
内
容
。
政

府
は
こ
の
本
を
英
訳
し
、
来
年
五

十
五
か
国
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。
だ
っ
た
ら
、
中
村
氏
の
「
９

条
を
守
り
、
自
衛
隊
な
ど
の
軍
事

に
依
ら
な
い
国
際
貢
献
」
の
精
神

を
政
府
も
実
践
し
て
ほ
し
い
。
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